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地域移行の達成時期

◆ 改革集中期間の設定

・奈良県において、令和５年度以降の３年間を改革集中期間として休日の部活動の地域クラブ
活動への移行を完了することを目指す。」と示されている。

・本市においても、県の方針に基づき、

令和５年度から令和７年度までを改革集中期間として設定し、令和７年度末まで
に休日の部活動の地域移行を完了する。

※平日の地域移行も視野に入れ、まずは休日の地域移行から段階的に取組む。



子どもたちが、多様な「選択」をすることができるよう、スポーツ・文化芸術活動に親しむことのでき
る機会の確保について、学校を含めた地域全体で持続可能な仕組みを創出する。
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〈基本的な考え方〉

・部活動の縮小化が進むにつれ、活動の選択肢が減ってしまった時に地域に受け皿があると
は限らない。

→これまでの学校単位の取組から、学校を含めた地域全体の取組となるよう、地域連携・地域
移行を推進し、新たなスポーツ環境・文化芸術環境を構築する。

子どもたちが「やってみたい」と思う活動を選択し、活動できるよう、

部活動の地域移行を推進する。

ALL TAKADA PROJECT～本市における地域移行の目標～



大和高田市地域クラブ（仮称）

◆ 大和高田市地域クラブ（仮称）の創設に向けて

・令和８年度から、すべての休日の部活動を「地域クラブ活動」として実施。

・地域クラブ活動の運営母体として、「大和高田市地域クラブ（仮称）」の創設準備を進める。

・地域クラブ活動は、大和高田市立中学校に通う生徒を対象として、希望者が参加する「自由
加入制」のもと、実施する。活動については、原則、参加生徒が１か所に集まって活動する「拠
点化」での実施を想定しており、従来の部活動の枠組みにとらわれない柔軟な体制で実施。

・将来的には、中学生だけでなく、小学生や高校生、大人も参加する多世代型のクラブとしての
活動を目指す。



大和高田市地域クラブ（仮称）

◆地域クラブ活動の目標

〇運動・文化芸術の活動経験の有無に関わらず誰もが参加できる活動

〇体を動かすことや文化芸術に触れることに「楽しみ」「喜び」を感じる活動

〇生徒が自主的・自発的に参加したくなるような活動

〇指導者や他学年の生徒との関わりを通して、「礼儀・マナー」「思いやり・チーム
ワーク」を学ぶ活動



ｖ

大和高田市地域クラブ（仮称）実施イメージ

ｖ

学校A

生徒 指導者

学校B 学校C

参加 指導・派遣



〇市が運営・実施する方法
〇民間事業者等へ業務委託し、運営・実施する方法

〇令和５年度より、全国中学校体育大会や全日本吹奏楽コン
クール等において、地域スポーツ・文化芸術団体の参加が可能

〇国及び県のガイドライン、市の部活動方針に準ずる
〇土日のうちどちらか1日を休養日、1日3時間程度の活動

〇参加者からできるだけ低廉な費用を会費として徴収
〇経済的困窮家庭の負担軽減対策

大和高田市地域クラブ（仮称）

◆ 大和高田市地域クラブ（仮称）の活動イメージ

し、ほ運営・実施体制について

活動及び適切な休養日の設定について

〇大和高田市立中学校に在籍する生徒
〇参加を希望するすべての生徒

〇指導を希望する地域指導者、教職員、民間指導者等
〇１種目あたり複数名（２名以上）の配置
〇指導者の資質向上に取組む研修体制の整備

〇休日に活動している部活動種目
〇ニーズに応じた種目や活動環境の整備（種目の再編）
〇新たな種目の設置

〇学校施設、市保有の公共施設
〇１か所に集まって活動する「拠点化」での実施

参加対象者について

指導体制について

活動種目について

活動場所について

参加経費について

大会等への参加について



地域クラブ活動の事例

◆ 他市町村における地域クラブ活動の事例



令和６年度大和高田市地域クラブ活動モデル

大和高田市教育委員会

会場

学校施設

市施設

参加者

生徒（高田中）

教職員

民間事業者

参加

委託・実践研究

兼職
兼業

調整

協力

種目：男子バスケットボール・吹奏楽
実施形態：拠点校方式
指導者 ：教職員（兼職兼業）
参加費用：無料
開催頻度：週休日（週1日）

指導者

指導

地域クラブ活動

生徒（片塩中）

民間指導者



令和６年度大和高田市地域クラブ活動モデル

◆ モデル事業の実施

【運動部】（予定）男子バスケットボール

開催日：令和６年８月１日（木）以降～計３２回程度開催予定

会場：高田中学校、片塩中学校

参加対象者：高田中学校または片塩中学校に在籍している生徒

募集人数：４６名程度

指導者：民間指導者、教職員（兼職兼業の許可有）

【文化部】（予定）吹奏楽

開催日：令和６年８月１日（木）以降～計３２回程度開催予定

会場：片塩中学校

参加対象者：片塩中学校に在籍している生徒

募集人数：２４名程度

指導者：民間指導者、教職員（兼職兼業の許可有）



人口減少による活動規模の縮小が見込まれることから、複数の学校で合同練習。
→１か所に集まって活動する「拠点化」での活動体制の整備

・単独でチームを組めない少人数の部にとっての活動機会の保障を図る。
・部の設置がない学校の生徒にとっての活動機会の保障を図る。
→１か所に集まって活動する「拠点化」での活動体制の整備

部活動指導員の配置により、専門指導の充実、教師の負担軽減を図りつつ、教師以外が指導を行う体制を整
備する。令和６年度より、平日・休日を問わず、運動部・文化部への配置を予定。

部活動指導員の配置
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〈具体的な進め方〉

合同部活動・拠点校部活動の実施

合同練習の実施


